
S-Netへの植物標本の登録 
帯広百年記念館の事例 

持田 誠 

 帯広市開基100年を記念して1982年開館。帯広市立の総合博物館である一

方、十勝圏広域複合施設の位置づけがあり、十勝圏町村の教育委員会が加
盟する帯広百年記念館運営連絡協議会の下、十勝地方全域を対象に事業
展開をする。登録博物館。日本博物館協会加盟（再加盟）。 



帯広百年記念館の標本 

• 自然史系収蔵標本は主に植物、
昆虫、鳥類、哺乳類、両生類。 

• 植物標本は維管束植物約12000
点を収蔵。開館以前の十勝郷土
資料室時代に寄贈された市民標
本と、開館後に伊東捷夫氏により
採集された標本が主要なコレク
ションとなっている。 

• 職員配置の関係から、隣接する
帯広市児童会館所蔵の旧十勝郷
土資料室関係植物標本も一体的
に管理。 

• 自然史担当学芸員は鳥類・哺乳
類1名、昆虫1名で、植物は嘱託
職員により管理。 

• Index Herbariumへの登録はなし。
標本目録（カタログ）は未発行で、
伊東コレクションのみ紀要にて目
録を順次掲載中。 



標本管理 
• 標本目録はエクセルデータとファイルメーカーの併用により管理。 



採集地（ローマ字・日本語）、Note（採集地詳細）、学名は全て一行書き込み 

標本ラベルに流し込む事を念頭に置いた台帳の書式を設定 



館での登録の流れ 

標本作製 

標本番号付与 

同定 

標本台帳（エクセル）へ
登録 

標本データベースへ入力（ファイルメーカー） 

標本ラベル製作 

S-Netへ登録 



S-Netへの登録手順 

1．エクセルデータ（ファイルメーカーデータ）の複製または書き出し 

2．S-Net登録にふさわしく無い標本の粗抽出 

 〔除外対象〕 

 ・データ不備（採集場所・採集年月日） 

 ・未同定標本（学名等の入力ができない） 

 3．産地情報チェック 

・市町村名が入っていない標本への情報の補完 

・重複地名の再確認（十勝産標本のみ。十勝以外の標本で重複の可能性が
ある標本はここで今回の登録から除外する→神社仏閣名しかない標本等） 

4．緯度経度入力標本の選定と入力 

・座標が入力可能な標本の抽出と入力。適当でないと判断した標本は入力
しない。 



整形・変換・提出および台帳修正 

5．Windowsへのデータ移動 

 当館の学芸部門は全てMacなため、S-Netの事前整形ツールにかけるため
に共用Windows（1台しかない！）へデータを移動 

6．事前整形ツールにて提出用に整形 

・当館オリジナルの標本台帳上のミスを整形ツールにて発見し、修正を行な
う（標本番号の重複、地名表記の誤記、学名の不備など）。 

（この過程でしばしばMacとWindowsとの間でデータが往き来する） 

7．送信用データへの変換 

（この工程でもしばしばMacとWindowsとの間でデータが往き来する） 

8．発送・データ提出 

9．Macへのデータ移動 
オリジナル台帳へ修正データを移す。台帳にS-Net登録済み標本である事を明
記する（標本へは台紙へ押印をする） 



同定された標本しか登録できない 

S-Net登録の上での当館における課題１ 

あたりまえだが、未同定標本は登録の対象外となる 

ヤナギ科の大半が登録できない状態にある 

↓ 

寄贈された時点で、産地情報はあるが同定
されていない標本も多数含まれており、特に
ヤナギ科の大半が葉のみの未同定標本で
あるため、現在のところ登録保留の状態
→Salix sp.で登録する事に意味はあるか？ 
→意味はあるが、どうやって登録するか？ 



産地情報の曖昧さから登録できない 

S-Net登録の上での当館における課題2 

寄贈標本には産地情報が曖昧なものも多い。 

〔除外対象〕 
・同一地名が存在するが、どっかはっきりしないもの 
（例：シカリベツ・・・十勝にはシカリベツが3箇所ある） 
・神社仏閣などの名称しかないもの 
（同一地名と同じ問題を持つ） 

１．ただし、今後、S-Netへの登録標本が増える事で、採集者の足取りから採集
地を同定しなおす事が可能になる→採集者の足取りの探求→S-Netでの課題 

２．同一郡名の問題もあり、北海道では地方名を含めた方が使用者の誤りが
少なくなるのではないか？と思われる（例：上川郡）。推奨されているのは天気
予報で用いられる地帯区分（かつての支庁とも異なる） 



行政区画が跨がる採集地情報 

S-Net登録の上での当館における課題3 

十勝岳、大雪山、日高山系および湖沼など。山名だけ
で、具体的な市町村が判明しないものは登録を保留。 

一部の山岳地については、山名だけの標本の場合、山頂を管轄する市町村
名を入力する方向で進めている。 

採集地の幅を持たせた登録ができると良いのでは？ 

↓ 

例：十勝岳・・・上川郡新得町（十勝）、上川郡美瑛町
（上川）、空知郡上富良野町（空知） 



英語変換・「採集地詳細」の問題 

S-Net登録の上での当館における課題4 

事前整形ツールで及ばない「採集場所詳細」の英語変
換。英語化が困難というよりも作業が煩雑でめんどう。 

採集地詳細そのものをラベル通りに入力する必要が
あるか？という判断が必要。 
→利用者のスケールによって必要性が異なって来る。 

例：札内川などの地形名称は全体に必要だが、字名、部落名などをどうする
か？環境情報をどうするか？ 
→学芸員自身の判断が必要になり、他者に任せにくい。 
 

「採集地」を「採集市町村名」と「採集地集落名等」に分け、字名などを書く欄
と地形や環境情報などを書く「採集地詳細」に分けてはどうか？ 

↓ 



科名・学名の変換ツールがあると良
い 

S-Net登録の上での当館における課題5 

そもそも学名が記載されていない標本に、学名や科名
を与える必要・・・現在は手作業 

Yリストなどの学名をATOKなど

で自動変換できる入力支援ソ
フトの開発が望ましい。・・・補
助者へ作業を委託しやすい。 

↓ 



変換ツールのエラーの原因 

S-Net登録の上での当館における課題6 

変換ツールにかける 

↓ 

エラーがみつかる 

↓ 

エラーの原因をさがす 
↓ 

原因がわからない 

登録対象から除外 

↓ 



Macで動いて欲しい！ 

S-Net登録の上での当館における課題7 

事前整形ツール、変換ツール含めて、Windowsでしか動かない。 
実は当館ではこれが最大の問題。 
 
学芸は全員Macで、Windowsは事務系か来客講演用の1台のみ。 

↓ 

事務系のパソコンにはセキュリティの面から外からデータやソフト
を入れられず、事実上、使えるパソコンが1台しかない。 

↓ 

ふだん使わない機種だけに作業が繁雑な事と、パソコンそのも
のが1台しか無いので、時期には占領状態になる云々。 

 
ぜひMac版の開発を。 



二重台帳になる恐れ 

S-Net登録の上での当館における課題8 

データ変換など、S-Net登録作業の過程でオリジナル台帳に記載
ミスがある事を発見、または情報を補完。 

S-Netへの提出後にオリジナル台帳へ修正などの成果を反映。 
→実はけっこう手間がかかる。（作業記録・台帳照合などの確認
作業の手間・時間・段取りetc...） 

↓ 

S-Netへの提出データを新規に台帳とし、オリジナル台帳を廃棄
するか？（未提出データとの整合が課題） 

↓ 



地方博物館におけるS-Netへの課題 

S-Net登録の上での小規模地方博物館における課題 

データを公開したがらない館が少なくない 

＜懸念2＞未整理標本が多いので、活用できる状態にない。 
↓ 

＜懸念１＞S-Netへ公開する事で標本に関する問い合わせ
が増大するのでは？ 

＜要因＞収蔵スペースが無く死蔵状態にあり、改善の見
込みが無い。 

＜要因＞植物担当もしくは分類学的素養を持つ学芸員が
いないため、あまり触れられたくない（標本が扱えない） 

たとえ予算がついても標本の利活用に労力をかける事ができな
い → 人的・物理的もしくは学芸員的？に 



S-Netの助成金を使って改善
（帯広） 

出せない標本・ 
出したら戻せない標本（帯広） 


